








 ～ Negative な連鎖から Positive な連鎖へ～」


































































































































































































































① IP：A 子　高校 2 年
②家族構成：父（歯科医師）、母（会社員）、本人、妹（小 3）
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なずきました。父親からは「面接には同席します」と
追従するような申し出がありました。
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要　　旨
　本研究は、小児用転倒・転落リスクアセスメントツール C-FRAT（Child Falls Risk Assessment Tool）第 3 版の評価
者間信頼性を、カッパ係数を算出して明らかにすることを目的とした。参加者は、A 病院の小児病棟で勤務する看護師
のうち、同意を得た 13 名であった。サークルベッドを使用する小児用の転倒・転落リスクアセスメントツール C-FRAT
第3版を使用した。アセスメント項目とリスク判定結果について、2名の評価者間信頼性の指標として、一致度を示す「カッ
パ係数」を算出した。参加者がアセスメントを行った回数は計 108 回であった（のべ 54 組）。各アセスメント項目のカッ
























告もある（東 , 地井 , 松本 ,2009）。
　一方で、小児が入院する病棟 252 施設を対象とした








ル、卯内 , 片岡 , 福田（2006）の小児の転倒転落アセス
メントスコアシートなどが報告されている。アセスメ
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